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客員准教授：Ҫ上　ത之
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ॿ教：.d. Delwar )ossain delwar-h@is.naist.jp

研究内容
　ۙ೥ɺ৘ใγεςϜ利༻࣌ͷޡೝɺ఻達ϛεɺ൑அϛεͳͲ༷ʑͳޡΓ͕実ࣾձʹਙ大ͳӨڹ
Λٴ΅͍ͯ͠· ɻ͢͜ΕΒͷ利༻ऀͷϛεʹ加͑ ɺͯ੡඼ɾαʔϏεͷఏऀۀࣄڙʹΑΔઃఆϛεɺ
ϓϩάϥϜͷόάɺ௨৴ϓϩτίϧͷઃܭϛεͳͲ༷ʑͳޡΓ͕৘ใγεςϜͷ৴པੑΛଛͳ͏݁
Ռͱͳ͍ͬͯ· ɻ͢͜Ε·Ͱ৘ใՊֶͰ͸ɺιϑτ΢ΣΞ΍ϓϩτίϧͷূݕͳͲɺઃܭɾੜ޻࢈
ఔͷ一෦ʹ͓͚Δ৴པੑ֬保ʹ͍ͭͯ਺ଟ͘ͷऔΓ૊Έ͕行ΘΕ͖ͯ·͕ͨ͠ɺۙ೥ͷιϑτ΢Σ
Ξͷ෦඼ԽɺαʔϏεԽɺΠϯλʔϑΣʔεͷඪ४ԽʹΑΓ৘ใγεςϜͷ合੒ɾߏஙͷओಋ͕ݖ利
༻ऀʹҠΓͭͭ͋Γ· ɻ͢͜ͷͨΊɺ෦඼Ϩϕϧͷ৴པੑ΍安全ੑʹ஫໨ͨ͠Ξϓϩʔνʹ加͑ ɺͯ
実ಇγεςϜʹ͓͚Δඃٕݮܰ֐ज़΍ɺ利༻ऀ΍αʔϏεఏऀۀࣄڙͷϛεΛྀͨ͠ߟ安全ӡసࢧ
ԉٕज़͕求ΊΒΕ͍ͯ· ɻͦ͢ͷͨΊɺ͜ΕΒͷधڅΪϟοϓΛ明Β͔ʹ͠ɺ利༻ऀ΍αʔϏεఏ
·՝୊Λղܾ͢Δඞཁ͕͋Γڀݚ੒๏ʹؔ͢Δߏ΋ؚΊͨαΠόʔϨδϦΤϯεऀۀࣄڙ ɻ͢

Ωʔϫʔυ
　αΠόʔηΩϡϦςΟɺαΠόʔϨδϦΤϯεɺωοτϫʔΫηΩϡϦςΟɺΠϯγσ
ϯτϨεϙϯεɺS%/�/'7ɺೝূٕज़ɺΦϖϨʔςΟϯάγεςϜɺ௨৴ϓϩτίϧɺ
Ծ૝ϚγϯɺΫϥ΢υαʔϏεߏ੒ٕज़ɺΫϥ΢υηΩϡϦςΟɺωοτϫʔΫ໛ٖ実
ज़ɺΦʔόϨΠωοτϫʔΫɺϞόΠϧωοτϫʔΫɺηϯαωοτϫʔΫɺίάٕݧ
χςΟϒແઢɺ*o5ηΩϡϦςΟɺҐஔ৘ใαʔϏεɺ%FMBZ��%iTSuQUion�5oMFSBnU 
/FUXoSkɺσόΠεؒ௨৴ɺυϩʔϯݕ知ɺ֐ࡂ৘ใγεςϜ౳

ۙ೥औΓ૊ΜͰ͍Δڀݚ՝୊ྫ 
 ɾΠϯγσϯτϨεϙϯεʹؔ͢Δڀݚ
ɾϑΟογϯάରࡦʹؔ͢Δڀݚ
 ɾඪతܕϝʔϧରࡦʹؔ͢Δڀݚ
 ɾԾ૝ϚγϯϞχλʹΑΔҟৗݕ知γεςϜʹؔ͢Δڀݚ 
 ɾΫϥ΢υίϯϐϡʔςΟϯάʹ͓͚ΔηΩϡϦςΟϦεΫͷఆྔԽʹؔ͢Δڀݚ
 ɾ*1W6ωοτϫʔΫධՁ༻ςετϕουʹؔ͢Δڀݚ
 ɾѱ༻͞Εͨඈ行6"7ͷ୳知ٕज़ʹؔ͢Δڀݚ
 ɾ֐ࡂ৘ใγεςϜʹؔ͢Δڀݚ ౳

研究設備
・インターωットΤミϡϨーション設備
・Ϟόイϧインターωット実験 設備
・ωットϫークセΩϡリティ実験૷ஔ
・IoT（Internet oG ThinHs）デόイス
・6AV（6nmanned Aerial VehiDle）：υローン
・SoGtware Depned 3adio౳

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
　本研究室は情報通信研究機構、情報ॲ理推進機構、NEC、ϒローυό
ンυセΩϡリティ、Ξラクサラωットϫークス、シスίシステムζ、ܚጯ義
क़大学、౦ژ大学、大阪大学、ਆށ大学、ฌݝݿ立大学、高知工科大学、 
TeleDom SVd1aris（フランス）、'O3T)（Ϊリシϟ）などと共に研究開
発に取り組んでいます。また、8IDEプロジェクト、AIII、C,1、IET'౳のωッ
トϫーク研究ίンιーシΞムにੵۃ的に参Ճし、組৫ӡӦやωットϫークӡ
用の主ಋ的立場にもあります。数多くの産学׭連携フΥーラムを通じ、社会
との๛෋な઀点を有しています。

αイバーϨδϦエϯスのߏ੒๏を୳ٻする

研究を始めるのに必要な知識・能力
　数学、ӳޠ、プロάラミンάスΩϧ౳の知識・能力は研究を進めていく上で有用であるのはؒҧいແいですが、最も必要なことは新
しいチϟϨンジに対してやりきる力（ϨジリΤンス力）がٻめられます。

研究室の指導方針
　研究室では、国ࡍ社会で活躍できる研究者・技術者をҭ成することを目ඪとしています。そのため、主体性を重視し、学生の自主的
な提案や活動を支援します。また、国ࡍ৭๛かなメンόーで構成されているため、ӳޠによる日常生活の意ૄࢥ通から議論までを行͑
る環境にܙまれます。研究を進めていく上で必要な࡞法や技術は、個ਓの進௙ঢ়گに合Θせてదٓࢦಋします。݄̎ճの全体ミーティ
ンάにおいて進௙発දを行うことで、多方໘から自分の研究を分ੳ・֬ೝする機会があります。テーマや進௙౳によっては、学֎で（ւ
֎でも）学Ϳ機会を得ることができます。

この研究で身につく能力
　本研究室では、サイόースϖースおよͼそれを構成するインターωットを高度化し、ϨジリΤンスを޲上させていくための実ূ的な技
術開発と、社会に対するੵۃ的な技術Ҡసを目ࢦす研究・教ҭを行っています。そのため、インターωットの構成に関する知識・技術・
ӡ用能力をはじめ、ϨジリΤンスを޲上させていくための、幅広い知識（最新技術・社会動޲౳）、問題分ੳ力、解決能力、実ફ力を
身につけることができます。また、国ࡍ会議౳での発දも推঑しているため、ӳޠでの論จࣥච、発ද、ίミϡχέーション力もཆう
ことができます。

修了生の活躍の場
　म࢜मྃ生はIT業ք（セΩϡリティ、通信౳）、ത࢜मྃ生は大学、研究機関、ੈք的なIT企業౳において第一線で活躍しています。
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